
過
去
四
半
世
紀
に
開
発
途
上
国
は
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
な
銀
行
の
支
払
不
能
で
あ
る
銀
行
危
機
を
経
験

の
支
払
不
能
で
あ
る
銀
行
危
機
を
経
験

で
あ
る
銀
行
危
機
を
経
験

し
た
（
参
考
文
献
①
）。
銀
行
危
機
に
至
る
過
程

に
至
る
過
程
過
程

で
は
、
多
く
の
預
金
者
が
預
金
引
き
出
し
に
銀
行

に
殺
到
す
る
銀
行
取
付
け
が
発
生
す
る
場
合
も
あ

っ
た
（
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
と
二
○
○
一
年
の

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
一
九
九
八
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）。
銀
行
危
機
は
時
に
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
関

係
し
て
お
り
（
参
考
文
献
①
）、
多
く
の
場
合
に

金
利
が
自
由
化
さ
れ
た
環
境
で
発
生
し
て
い
る
。

預
金
に
対
す
る
準
備
が
限
定
的
な
銀
行
シ
ス
テ

な
銀
行
シ
ス
テ

ム
は
、
債
権
者
と
債
務
者
の
間
の
情
報
の
非
対
称

、
債
権
者
と
債
務
者
の
間
の
情
報
の
非
対
称

の
間
の
情
報
の
非
対
称

間
の
情
報
の
非
対
称

性
の
働
き
に
よ
り
、
シ
ョ
ッ
ク
や
期
待
の
変
化
に

の
働
き
に
よ
り
、
シ
ョ
ッ
ク
や
期
待
の
変
化
に

シ
ョ
ッ
ク
や
期
待
の
変
化
に

や
期
待
の
変
化
に

期
待
の
変
化
に

対
し
潜
在
的
に
脆
弱
で
あ
り
、
時
と
し
て
銀
行
危

潜
在
的
に
脆
弱
で
あ
り
、
時
と
し
て
銀
行
危

脆
弱
で
あ
り
、
時
と
し
て
銀
行
危

銀
行
危

機
に
陥
る
。
本
稿
は
過
去
四
半
世
紀
に
開
発
途
上

。
本
稿
は
過
去
四
半
世
紀
に
開
発
途
上

国
で
観
察
さ
れ
た
銀
行
危
機
と
生
産
低
下
の
関
係

と
自
由
化
さ
れ
た
金
利
の
下
で
の
銀
行
危
機
の
発

生
を
説
明
す
る
代
表
的
な
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
。

紹
介
す
る
。

す
る
。

●
銀
行
の
リ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

機
能
と
銀
行
取
付
け
は
表
裏
一
体

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
デ
ィ
ビ
ッ
グ

モ
デ
ル
（
参
考
文
献
②
））

経
済
は
三
期
間
（
○
、
一
、
二
期
）
か
ら
な
る
。

○
期
に
一
単
位
の
生
産
要
素
を
投
入
す
る
と
二
期

一
単
位
の
生
産
要
素
を
投
入
す
る
と
二
期

生
産
要
素
を
投
入
す
る
と
二
期

に
Ｒ
の
生
産
物
が
得
ら
れ
る
技
術
が
あ
る
。
Ｒ
は

一
を
上
回
る
。
一
期
に
生
産
要
素
を
取
り
戻
す
こ

と
も
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
収
益
率
は
ゼ
ロ

率
は
ゼ
ロ

は
ゼ
ロ

で
あ
る
。
消
費
者
は
タ
イ
プ
１
と
タ
イ
プ
２
に
分

け
ら
れ
る
。
タ
イ
プ
１
は
一
期
に
消
費
す
る
こ
と

の
み
に
関
心
が
あ
り
、
二
期
の
消
費
か
ら
得
ら
れ

る
効
用
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
タ
イ
プ
２
は
二
期
に
消

費
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
。
但
し
、
一
期
に
ゼゼ

ロ
の
収
益
率
で
生
産
要
素
を
取
り
戻
し
、
保
管
し

収
益
率
で
生
産
要
素
を
取
り
戻
し
、
保
管
し

率
で
生
産
要
素
を
取
り
戻
し
、
保
管
し

で
生
産
要
素
を
取
り
戻
し
、
保
管
し

て
二
期
に
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
消
費
者
は

○
期
に
は
自
己
が
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
か

知
ら
な
い
が
、
一
期
に
個
人
的
に
知
る
。
け
れ
ど

も
、
他
者
は
自
己
が
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
か
を
見
分

を
見
分

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
消
費
者
の
嗜
好
は
、
図

。
消
費
者
の
嗜
好
は
、
図

１
の
右
上
が
り
の
効
用
関
数
で
表
さ
れ
、
危
険
回

右
上
が
り
の
効
用
関
数
で
表
さ
れ
、
危
険
回

効
用
関
数
で
表
さ
れ
、
危
険
回

避
的
で
あ
る
。
横
軸
に
は
消
費
量
、
縦
軸
に
消
費

か
ら
得
ら
れ
る
効
用
が
示
さ
れ
る
。
消
費
者
が
タ

イ
プ
１
、
タ
イ
プ
２
に
な
る
確
率
は
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
、

1-t
で
あ
り
、
経
済
全
体
で
は
タ
イ
プ
１
と
タ
イ
プ

２
は
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
対対
1-t
の
割
合
で
存
在
す
る
と
知

存
在
す
る
と
知

ら
れ
て
い
る
。
消
費
者
は
○
期
に
一
単
位
の
生
産

要
素
を
与
え
ら
れ
る
。

消
費
者
が
何
ら
交
換
を
行
わ
な
い
自
給
自
足
の

状
態
に
お
い
て
は
、
タ
イ
プ
１
と
タ
イ
プ
２
は
○

期
に
生
産
要
素
を
生
産
に
投
入
し
、
タ
イ
プ
１
は

一
期
に
一
単
位
消
費
し
、
タ
イ
プ
２
は
二
期
に
Ｒ

消
費
す
る
。
タ
イ
プ
１
の
一
期
の
消
費
量
一
は
図

１
の
OA
、
タ
イ
プ
２
の
二
期
の
消
費
Ｒ
は
OB
に
あ

た
る
。
消
費
者
が
タ
イ
プ
１
、
タ
イ
プ
２
に
な
る

、
タ
イ
プ
２
に
な
る

タ
イ
プ
２
に
な
る

確
率
は
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
、
1-t
な
の
で
、
自
給
自
足
に

お
け
る
消
費
者
の
効
用
の
期
待
値
（
期
待
効
用
）

は
割
引
率
を
無
視
す
れ
ば
、
OE
の
距
離
で
示
さ
れ

る
。
こ
こ
で
BG
対
AG
は
ｔ
対
1-t
で
あ
る
。

仮
に
、
消
費
者
の
タ
イ
プ
が
一
期
に
公
に
知
ら

れ
る
場
合
に
は
、
消
費
者
の
期
待
効
用
を
最
大
化

す
る
保
険
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
保
険
契

約
の
下
で
は
、
タ
イ
プ
１
の
二
期
の
消
費
と
タ
イ

１
の
二
期
の
消
費
と
タ
イ

の
二
期
の
消
費
と
タ
イ

の
消
費
と
タ
イ

消
費
と
タ
イ

と
タ
イ
タ
イ

プ
2
の
一
期
の
消
費
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
ま
た
、
消

の
消
費
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
ま
た
、
消

消
費
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
ま
た
、
消

は
ゼ
ロ
と
な
る
。
ま
た
、
消

費
者
は
タ
イ
プ
２
の
二
期
に
消
費
す
る
財
で
測
っ

た
タ
イ
プ
１
の
一
期
に
消
費
す
る
財
の
限
界
代
替

率
を
Ｒ
と
割
引
率
の
積
に
等
し
く
す
る
。
そ
の
結

そ
の
結

果
、
タ
イ
プ
１
の
一
期
の
消
費
は
図
１
の
OC
、
タ

イ
プ
２
の
二
期
の
消
費
は
OD
で
示
さ
れ
る
。
OC
と

OD
の
組
み
合
わ
せ
の
下
で
は
、
自
給
自
足
に
お
け

る
タ
イ
プ
１
の
消
費
で
あ
る
OA
と
タ
イ
プ
２
の
消

費
で
あ
る
OB
と
の
組
み
合
わ
せ
に
比
べ
、
消
費
の

パ
タ
ー
ン
が
な
だ
ら
か
に
な
り
、
消
費
者
の
期
待

銀
行
危
機
の
理
論
─
開
発
途
上
国
の
経
験
か
ら

特集／開発途上国における金融的脆弱性

三
尾
寿
幸
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効
用
は
割
引
率
を
無
視
す
れ
ば
OE
か
ら
OF
へ
上
昇

す
る
。
こ
こ
で
DH
対
CH
は
ｔ
対
1-t
で
あ
る
。
自
給

自
足
で
は
一
期
に
タ
イ
プ
１
は
OA
の
消
費
に
甘
ん

じ
る
他
な
か
っ
た
が
、
保
険
契
約
に
よ
り
タ
イ
プ

２
の
生
産
要
素
を

生
産
要
素
をを
AC
だ
け
タ
イ
プ
１
の
消
費
と
し

て
許
す
こ
と
で
OA
を
上
回
る
OC
の
消
費
が
可
能
に

な
る
。
タ
イ
プ
２
の
投
入
す
る
そ
れ
ぞ
れ
一
単
位

の
生
産
要
素
か
ら

生
産
要
素
か
ら
か
ら
AC
を
差
し
引
い
た
残
り
を
用
い

て
生
産
が
行
わ
れ
、
二
期
に
タ
イ
プ
２
は
そ
れ
ぞ

れ
OD
を
得
る
。
消
費
者
は
消
費
の
時
期
に
関
す
る

消
費
者
は
消
費
の
時
期
に
関
す
る

消
費
の
時
期
に
関
す
る

不
確
実
性
に
対
し
保
険
契
約
に
よ
り
共
同
で
対
処

対
し
保
険
契
約
に
よ
り
共
同
で
対
処

保
険
契
約
に
よ
り
共
同
で
対
処

に
よ
り
共
同
で
対
処

す
る
。
消
費
者
は
、
二
期
に
得
ら
れ
る
豊
富
な
生

、
二
期
に
得
ら
れ
る
豊
富
な
生

産
物
の
一
部
を
一
期
の
消
費
に
転
換
す
る
こ
と
を

通
じ
、
タ
イ
プ
１
に
な
る
リ
ス
ク
を
分
担
（
リ
ス

ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
し
経
済
厚
生
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

消
費
者
の
タ
イ
プ
が
一
期
に
公
に
知
ら
れ
な
く

て
も
、
こ
の
保
険
契
約
は
、
○
期
に
消
費
者
が
銀

行
に
預
金
し
、
一
期
に
OC
の
額
の
預
金
引
き
出
し

に
応
じ
る
要
求
払
預
金
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
実
現

可
能
で
あ
る
。
銀
行
は
一
期
の
タ
イ
プ
１
に
よ
る

預
金
引
き
出
し
の
た
め
の
準
備
金
を
除
く
預
金
を

一
単
位
当
た
り
Ｒ
の
収
益
を
生
む
貸
し
出
し
に
向

け
二
期
の
支
払
い
を
行
う
。
銀
行
は
タ
イ
プ
１
と

タ
イ
プ
２
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
一

期
に
お
い
て
預
金
者
の
引
き
出
し
要
求
に
先
着
順

で
無
制
限
に
応
じ
る
。
ま
た
、
銀
行
は
準
備
金
が

払
底
し
た
後
に
は
貸
し
出
し
を
回
収
す
る
こ
と
に

よ
り
資
産
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
預
金
引
き
出
し
に

応
じ
る
。
こ
の
要
求
払
預
金
契
約
の
下
で
、
全
て

の
預
金
者
は
他
の
預
金
者
の
行
動
を
所
与
と
し
て

期
待
効
用
の
最
大
化
を
試
み
る
。
タ
イ
プ
１
は
一

の
最
大
化
を
試
み
る
。
タ
イ
プ
１
は
一

る
。
タ
イ
プ
１
は
一

期
に
OC
の
額
を
引
き
出
し
、
タ
イ
プ
２
は
一
期
に

は
引
き
出
さ
ず
二
期
に
OD
の
額
を
引
き
出
せ
ば
、

保
険
契
約
は
均
衡
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
OA
を
上

回
る
OC
の
預
金
支
払
い
額
は
、
預
金
が
向
け
ら
れ

た
投
資
が
二
期
に
生
み
出
す
収
益
に
よ
り
可
能
と

二
期
に
生
み
出
す
収
益
に
よ
り
可
能
と

生
み
出
す
収
益
に
よ
り
可
能
と

な
る
。
銀
行
の
提
供
す
る
要
求
払
預
金
契
約
は
、

預
金
者
が
消
費
の
時
期
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
分
担

す
る
た
め
の
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
均
衡
は
脆
弱
で
あ
る
。
預
金
者

は
、
一
期
に
全
て
の
預
金
者
が
契
約
さ
れ
た
預
金

を
引
き
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
銀
行
の
保
有
す

る
資
産
は
預
金
者
の
要
求
す
る
合
計
金
額
に
不
足

し
銀
行
は
破
綻
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
も
し

綻
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
も
し

す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
も
し

一
期
に
全
て
の
預
金
者
が
預
金
を
引
き
出
そ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
銀
行
取
付
け
を
伴
う
均
衡
が
実
現

す
る
。
銀
行
が
一
期
に
OA
を
上
回
る
OC
の
額
の
支

払
い
を
タ
イ
プ
１
に
行
い
、
経
済
厚
生
を
高
め
る

こ
と
こ
そ
が
銀
行
取
付
け
が
生
じ
る
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
銀
行
の
リ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
機
能

と
銀
行
取
付
け
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
預
金
引
き

出
し
で
準
備
金
が
払
底
し
た
後
に
は
、
銀
行
は
貸

し
出
し
を
回
収
し
て
預
金
引
き
出
し
に
応
じ
る
た

め
、
生
産
は
妨
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
モ

デ
ル
は
銀
行
危
機
と
生
産
低
下
の
関
係
を
説
明
すす

る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

●
非
対
称
情
報
と
融
資
の
杜
絶
（
マ
ン

キ
ュ
ー
モ
デ
ル
（
参
考
文
献
③
））

銀
行
と
融
資
の
借
り
手
の
間
に
は
情
報
の
非
対

称
性
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
借
り
手
は
自
己

の
借
り
入
れ
を
返
済
す
る
確
率
を
知
る
が
、
銀
行

は
個
々
の
借
り
手
の
返
済
確
率
を
知
ら
な
い
。
但

し
、
返
済
確
率
の
確
率
分
布
は
既
知
で
あ
り
、
ゼ

ロ
か
ら
一
ま
で
の
一
様
分
布
に
従
う
。
借
り
手
は

投
資
収
益
（
Ｒ
）
が
予
想
さ
れ
る
借
り
入
れ
費
用

（
返
済
確
率
と
貸
出
金
利
の
積
）
を
上
回
る
な
ら

ば
融
資
に
応
募
し
投
資
を
行
う
（
本
節
で
収
益
と

金
利
は
そ
れ
ぞ
れ
収
益
・
金
利
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ

金
利
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
収
益
率
が
五
％
な
ら
ば
収
益
は

一
・
○
五
で
あ
る
）。
銀
行
は
、
借
り
手
の
平
均

の
融
資
返
済
確
率
を
推
測
す
る
。
銀
行
は
借
り
手

の
行
動
を
所
与
と
し
た
返
済
確
率
の
平
均
（
条
件

消費量BDGHCA

E

F

効用

O

図 1　自給自足と保険契約における効用

（出所）筆者作成。
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付
き
期
待
値
）
を
借
り
手
の
平
均
の
融
資
返
済
確

率
と
し
て
用
い
る
。
銀
行
の
こ
の
行
動
は
図
２
⒜

の
BB
曲
線
で
示
さ
れ
る
。
貸
出
金
利
が
ゼ
ロ
か
ら

収
益
Ｒ
未
満
で
は
、
投
資
収
益
が
貸
出
金
利
に
比

未
満
で
は
、
投
資
収
益
が
貸
出
金
利
に
比

で
は
、
投
資
収
益
が
貸
出
金
利
に
比

べ
高
く
、
全
て
の
借
り
手
が
融
資
に
応
募
す
る
の

で
、
銀
行
の
推
測
す
る
平
均
返
済
確
率
は
五
○
％

に
な
る
。
し
か
し
、
貸
出
金
利
が
Ｒ
を
越
え
て
上

昇
す
る
に
つ
れ
、
返
済
確
率
の
高
い
借
り
手
は
融

資
に
応
募
し
な
く
な
る
の
で
、
銀
行
の
推
測
す
る

平
均
返
済
確
率
は
低
下
し
、
BB
曲
線
は
右
下
が
り

の
曲
線
に
な
る
。
他
方
、
銀
行
は
融
資
の
他
に
収

益
が
一
定
の
安
全
資
産
に
投
資
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
均
衡
で
は
平
均
の
融
資
返
済
確
率
と
貸

出
金
利
の
積
が
安
全
資
産
の
収
益
に
等
し
く
な
る
。

こ
の
条
件
は
図
２
⒜
の
LL
曲
線
に
よ
り
示
さ
れ
る
。

図
２
⒜
の
LL
曲
線
と
BB
曲
線
の
交
点
で
市
場
均
衡

市
場
均
衡
均
衡

に
お
け
る
貸
出
金
利
と
平
均
返
済
確
率
が
決
ま
る
。

貸
出
金
利
と
平
均
返
済
確
率
が
決
ま
る
。

と
こ
ろ
が
図
２
⒝
で
、
外
生
的
に
決
ま
る
安
全
資

産
の
収
益
が
Ｒ
／
２
を
上
回
り
LL
曲
線
が
上
方
に

シ
フ
ト
す
る
と
、
BB
曲
線
と
の
交
点
は
消
滅
す
る
。

銀
行
が
必
要
と
す
る
融
資
の
平
均
返
済
確
率
は
、

い
か
な
る
貸
出
金
利
の
下
で
も
借
り
手
の
行
動
か

貸
出
金
利
の
下
で
も
借
り
手
の
行
動
か

金
利
の
下
で
も
借
り
手
の
行
動
か

ら
推
測
さ
れ
る
平
均
返
済
確
率
を
上
回
っ
て
お
り
、

銀
行
は
貸
し
出
し
を
行
わ
な
い
。
Ｒ
／
２
を
上
回

る
安
全
資
産
の
収
益
の
上
昇
は
、
融
資
に
お
け
る

情
報
の
非
対
称
性
の
た
め
に
、
融
資
を
杜
絶
さ
せ

る
。
融
資
の
杜
絶
は
投
資
と
生
産
の
低
下
を
も
た

ら
し
う
る
。

●
金
融
自
由
化
と
銀
行
危
機
（
ヘ
ル
マ

ン
・
マ
ー
ド
ッ
ク
・
ス
テ
ィ
グ
リ

ッ
ツ
モ
デ
ル
（
参
考
文
献
④
））

銀
行
は
貸
し
出
し
を
行
い
、
預
金
を
収
集
し
、

自
己
資
本
を
保
有
す
る
。
銀
行
は
安
全
資
産
も
し

く
は
危
険
資
産
に
投
資
す
る
選
択
肢
を
持
つ
。
危

険
資
産
の
収
益
は
も
し
投
資
が
成
功
す
れ
ば
、
安

全
資
産
の
収
益
を
上
回
る
が
、
失
敗
す
れ
ば
銀
行

は
破
綻
し
、
銀
行
危
機
が
発
生
す
る
。
安
全
資
産

綻
し
、
銀
行
危
機
が
発
生
す
る
。
安
全
資
産

し
、
銀
行
危
機
が
発
生
す
る
。
安
全
資
産

安
全
資
産

の
収
益
は
危
険
資
産
の
期
待
収
益
を
上
回
る
。
まま

た
、
自
己
資
本
を
保
有
す
る
機
会
費
用
は
安
全
資

産
の
収
益
を
上
回
る
。
銀
行
が
安
全
資
産
に
投
資

す
る
場
合
に
得
ら
れ
る
利
潤
の
流
列
の
割
引
現
在

流
列
の
割
引
現
在

割
引
現
在

価
値
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
価
値
と
呼
ば
れ
る
。

銀
行
は
、
危
険
資
産
へ
の
投
資
か
ら
得
ら
れ
る

期
待
利
潤
の
流
列
の
割
引
現
在
価
値
が
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
価
値
を
上
回
れ
ば
、
危
険
資
産
に
投
資
す

る
。
図
３
の
右
上
が
り
の
直
線
を
上
回
る
領
域
で

上
が
り
の
直
線
を
上
回
る
領
域
で

の
直
線
を
上
回
る
領
域
で

は
、
将
来
よ
り
も
現
在
の
利
潤
を
十
分
に
高
く
評

価
す
る
銀
行
は
危
険
資
産
に
投
資
し
、
以
下
の
領

域
で
は
安
全
資
産
に
投
資
す
る
。
他
方
、
図
３
の

右
下
が
り
の
直
線
は
、
銀
行
の
安
全
資
産
の
投
資

を
所
与
と
し
、
銀
行
が
他
の
銀
行
と
同
一
の
預
金

金
利
を
支
払
う
環
境
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
価
値

⒜融資が行われる場合

⒝融資が杜絶する場合

50%

50%

R

R

BB

LL

平均返済確率

貸出金利

平均返済確率

貸出金利

BB

LL

図 2　貸出金利と������と������

（出所）参考文献③中のそれぞれ図２、図３を改変し作成。
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を
最
大
化
す
る
際
の
自
己
資
本
と
預
金
金
利
の
関

係
を
示
す
。

金
融
自
由
化
に
よ
り
、
銀
行
の
保
有
す
る
資
産

の
選
択
肢
が
広
が
る
と
、
危
険
資
産
へ
の
投
資

（
例
え
ば
不
動
産
業
へ
の
融
資
）
が
可
能
に
な
る
。

他
方
、
預
金
金
利
自
由
化
に
よ
り
、
預
金
者
は
よ

り
高
い
金
利
を
支
払
う
銀
行
に
預
金
す
る
た
め
、

銀
行
は
よ
り
高
い
金
利
を
支
払
う
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
価
値
が
十
分
に
低

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
価
値
が
十
分
に
低

が
十
分
に
低低

下
す
る
場
合
に
は
、
銀
行
は
危
険
資
産
に
投
資
す

す
る
場
合
に
は
、
銀
行
は
危
険
資
産
に
投
資
す

、
銀
行
は
危
険
資
産
に
投
資
す

は
危
険
資
産
に
投
資
す

危
険
資
産
に
投
資
す

に
投
資
す

投
資
すす

る
。し

か
し
、
安
全
資
産
か
ら
危
険
資
産
へ
の
投
資

の
転
換
を
抑
止
す
る
最
少
の
自
己
資
本
で
あ
る
k 

を
規
制
に
よ
り
銀
行
に
保
有
さ
せ
、
銀
行
は
預
金

保
有
さ
せ
、
銀
行
は
預
金

、
銀
行
は
預
金

金
利

rP（ k ）
を
支
払
う
こ
と
で
、
銀
行
に
安
全
資
産
の

投
資
を
実
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
自

己
資
本
規
制
と
同
時
に
預
金
金
利
に

rP（ k ）
と
同
一
の

上
限（

r^（ k0 ）
）
規
制
を
設
け
る
こ
と
で
、
銀
行
は
預

金
者
の
経
済
厚
生
を
変
え
ず
に

変
え
ず
に
ず
に
k0
ま
で
自
己
資

本
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

●
お
わ
り
に

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
デ
ィ
ビ
ッ
グ
モ
デ
ル
に
よ
れ

ば
、
銀
行
の
リ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
機
能
と
銀

銀
行
の
リ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
機
能
と
銀

の
リ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
機
能
と
銀

行
取
付
け
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
銀
行
取
付
け
は

、
銀
行
取
付
け
は

生
産
低
下
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
マ
ン
キ
ュ
ー
モ

デ
ル
に
よ
れ
ば
、
安
全
資
産
の
収
益
の
十
分
な
上

昇
は
、
融
資
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
の
た
め

に
融
資
を
杜
絶
さ
せ
、
投
資
と
生
産
の
低
下
を
も

た
ら
し
う
る
。
開
発
途
上
国
で
行
わ
れ
た
金
融
自

開
発
途
上
国
で
行
わ
れ
た
金
融
自

由
化
政
策
は
経
済
厚
生
の
改
善
を
企
図
し
て
い
た

が
、
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
ー
ド
ッ
ク
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ

ツ
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
金
融
自
由
化
政
策
に
よ
り
、

預
金
金
利
の
引
き
上
げ
と
危
険
資
産
へ
の
投
資
が

制
度
的
に
可
能
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
価

値
の
十
分
な
低
下
を
契
機
と
す
る
危
険
資
産
へ
の

十
分
な
低
下
を
契
機
と
す
る
危
険
資
産
へ
の

低
下
を
契
機
と
す
る
危
険
資
産
へ
の

投
資
に
よ
り
銀
行
危
機
が
発
生
す
る
。

に
よ
り
銀
行
危
機
が
発
生
す
る
。

（ 

み
つ
お　

ひ
さ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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（出所）参考文献④中の図２を改変し作成。
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